
決
ま
る 

甲賀市議会議長　服 部 治 男 

・
甲
賀
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定 

・
甲
賀
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
及
び
甲
賀
市
教
育

委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定 

条
例
の
制
定 

・
甲
賀
市
監
査
委
員
の
選
任
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
会
選
出
） 

　
　
監
査
委
員
　
中
島
　
茂 

人
　
　
事 

　
山
々
が
鮮
や
か
な
彩
り
に
映
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
市
民
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
 

　
平
素
は
議
会
運
営
に
対
し
ま
し
て
多
大
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
先
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
当
選
の
栄
に
浴
し
、

さ
ら
に
は
第
７
回
臨
時
議
会
で
の
議
会
役
員
選
挙
に
て
同
僚

議
員
の
多
数
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
の
重
責
を
賜
り
、
も
と

よ
り
浅
学
非
才
な
私
で
あ
り
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
改
め

て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
 

　
さ
て
、
甲
賀
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
合
併
時
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
１
年
１
ヶ
月
の
議
員
在
任
特
例
期
間
が
終
了

し
、
そ
の
基
礎
を
受
け
て
３０
名
に
よ
る
第
２
期
甲
賀
市
議
会

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
市
民
の
負
託
を
受
け
た
最
初
の
審
議
は
、
平
成
１８
年
度
の

当
初
予
算
編
成
の
時
期
を
迎
え
、
み
ん
な
が
つ
く
る
「
住
み

よ
さ
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
と
市
内
の
均

衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
、
９
５
６
０
０
人
の
甲
賀
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
、
財
政
事
情
の
厳
し
い
折
で
は
あ
り

ま
す
が
効
率
的
な
行
政
運
営
を
展
開
す
る
執
行
部
と
と
も
に
、

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
積
極
的
な
議
論
を
交
わ
し
、
最
大

限
の
努
力
を
約
束
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

　
今
後
と
も
、
甲
賀
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
偏
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
 

第
7
回
甲
賀
市
議
会
臨
時
会
 

平成 
17年 

　任期満了による市議会議員一般選挙が10月23日（日）に行われ、新たに30名の議会
議員が誕生しました。 
　合併時の1年1ヶ月の在任特例により議会議員の定数は80名でしたが、今回の初の市
議会議員選挙では定数30名で、今回に限り選挙区を設け行われました。 
　投票率は市全体で72．39％、選挙区別では水口66．41％、土山79．91％、甲賀81．
25％、甲南72．04％、信楽75．97％でした。 
　新しい議員の皆さんには今後、市民と行政のパイプ役としての活躍が期待されます。 

市
の
未
来
を
託
す 

新
し
い
甲
賀
市
議
会
議
員 

～議長に服部氏、副議長に今村氏～ 

議長就任あいさつ 

総
務
常
任
委
員
会
 

◎
山
川
　
宏
治
、
○
白
坂
萬
里
子
 

　
安
井
　
直
明
、
岩
田
　
孝
之
 

　
石
川
善
太
郎
、
藤
井
　
克
宏
 

　
木
村
　
泰
男
 

民
生
常
任
委
員
会
 

◎
橋
本
　
律
子
、
○
加
藤
　
和
孝
 

　
中
島
　
　
茂
、
中
西
弥
兵
衛
 

　
野
田
　
卓
治
、
土
山
　
定
信
 

　
山
岡
　
光
広
、
鵜
飼
　
　
勲
 

文
教
常
任
委
員
会
 

◎
村
山
　
庄
衛
、
○
伴
　
　
資
男
 

　
今
村
　
和
夫
、
松
本
　
昌
市
 

　
辻
　
　
金
雄
、
林
　
　
勝
彦
 

　
朏
　
　
藤
男
 

 産
業
建
設
常
任
委
員
会
 

◎
葛
原
　
章
年
、
○
辻
　
　
重
治
 

　
友
廣
　
　
勇
、
河
合
　
定
郎
 

　
小
松
　
正
人
、
福
西
　
義
幸
 

　
酒
巻
　
昌
市
 

 

議
会
運
営
委
員
会
 

◎
岩
田
　
孝
之
、
○
友
廣
 
　
勇
 

　
山
川
　
宏
治
、
安
井
　
直
明
 

　
橋
本
　
律
子
、
葛
原
　
章
年
 

　
加
藤
　
和
孝
、
村
山
　
庄
衛
 

 

広
報
特
別
委
員
会
 

◎
河
合
　
定
郎
、
○
松
本
　
昌
市
 

　
小
松
　
正
人
、
野
田
　
卓
治
 

　
藤
井
　
克
宏
、
木
村
　
泰
男
 

　
山
岡
　
光
広
、
朏
　
　
藤
男
 

　
１１
月
４
日
（
金
）
市
議
会
議
員
選
挙

後
初
の
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
可
決
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

常
　
　
任
　
　
委
　
　
員
　
　
会
 

議
会
運
営
委
員
会
 

特
　
別
　
委
　
員
　
会
 

◎
は
委
員
長
、
○
副
委
員
長
（
敬
称
略
）
 

甲賀市議会議員 

 

（50音順・敬称略） 

野
の だ た く じ

田 卓 治
（水口）
無所属

中
な か に し や へ い

西弥兵衛
（信楽）
無所属

中
な か じ ま し げ る

島 ■ 茂
（甲賀）
無所属

友
と も ひ ろ い さ む

廣 ■ 勇
（水口）
無所属

土
つちやまさだのぶ

山 定 信
（土山）
無所属

辻
つ じ し げ じ

■ 重 治
（甲賀）
無所属

藤
ふ じ い か つ ひ ろ

井 克 宏
（信楽）
無所属

福
ふくにしよしゆき

西 義 幸
（水口）
無所属

伴
ば ん す け お

■ 資 男
（水口）
無所属

林
は や し か つ ひ こ

■ 勝 彦
（水口）
無所属

服
は っ と り は る お

部 治 男
（土山）
無所属

橋
は し も と り つ こ

本 律 子
（甲南）
無所属

山
やまかわひろはる

川 宏 治
（水口）
無所属

山
やまおかみつひろ

岡 光 広
（甲南）
日本共産党

安
や す い な お あ き

井 直 明
（土山）
日本共産党

村
むらやましょうえ

山 庄 衛
（甲賀）
無所属

朏
み か づ き ふ じ お

■ 藤 男
（水口）
無所属

松
まつもとまさいち

本 昌 市
（信楽）
公明党

鵜
う か い い さ お

飼 ■ 勲
（水口）
無所属

岩
い わ た た か ゆ き

田 孝 之
（信楽）
無所属

葛
くずはらあきとし

原 章 年
（信楽）
無所属

今
い ま む ら か ず お

村 和 夫

木
き む ら や す お

村 泰 男
（甲南）
無所属

（水口）

辻
つ じ か ね お

■ 金 雄
（甲南）
無所属

白
し ら さ か ま り こ

坂萬里子
（水口）
公明党

加
か と う か ず た か

藤 和 孝

小
こ ま つ ま さ と

松 正 人
（水口）
日本共産党

酒
さかまきしょういち

巻 昌 市
（甲南）
無所属

（甲南）
公明党

河
か わ い さ だ お

合 定 郎
（甲賀）
無所属 無所属

石
いしかわぜんたろう

川善太郎
（水口）
無所属

広報こうか2005.12広報こうか 2005.12 67


